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第 1	  章 :	  オラクルで働く 	  
	  

どうやって	 このインターンシップを見つけた？	  
	  

	  
	  
	  
	  
	  

	  
	  
	  
	  

それから、はなぶさ先生は	 ドンさ

んに	 それを	 送ってくださいまし

た。去年は	 初めてオラクルが	 ノ

ートルダムの	 学生と	 インターン

シップを	 したので、あまり申し込

みが	 ありませんでした。春学期に

オラクルが私に連絡して、受け入れ

てもらえて（to	  be	  accepted）、夏休
みに日本に行く予定を立てました。

インターンシップは２カ月でした。	  
	  

	 『オラクル』という会社

は ITの	 会社です。で
も、去年（2014年）『ド
ン�マッコーリー』という	 
ノートルダムの	 同窓生は

（alumni）ビジネスと日本
語を	 専攻する	 大学生を	 

見つけたかったです。そし

て、はなぶさ先生に	 この

機会が（opportunity）ある
と	 教えていただいた後

で、私の	 履歴書を

（resume）送りました。	  
	  



給料は？どこに住んだ？	  
	  	  
	 ノートルダムの	 ルーインスティチュー

トが私の	 航空券（airplane	  ticket）を買っ
てくれました。そして、給与をもらいまし

た。	  

東京の広尾のドンさんの家に住みました。なぜなら、ドンさんの家族がアメリカ

に帰ったからです。広尾は六本木や渋谷に近くて、オラクルまでバスで 20分かかり
ます。家でノートルダムからの三人とパデュー大学からの二人と住みました。そして、

8月から、一人の慶應大学の学生（藤田しょうだい）と一緒に住みました。	  

	  
	  
	  
	  
	  



毎日の生活	  
	  

	 月曜日から金曜日まで、

毎日 9時に起きて 10時のバ
スに乗って	 10時半にオラ
クルに着きました。10時半
から、5時まで働きます。
でも、12時から 1時まで昼
休みがあります。初め 11階
で働きましたが、8月から
16階に変わりました。昼休
みに、オラクルのビルの近く	  
でランチを食べました。	  
近いし、美味しいし、安いし、よく牛丼を食べました。	  

週末に色々なことをしました。第 2章と	 第 3章で	 もっと話します。	  

	  
どんなプロジェクトをした？だれと働いた？	  

	  
	 私たちのために、ドンさんはプロジェクトのテーマを考えてくれました。自分でオ

ラクルの『Vision	  2020』についての	 アンケートの質問を考えて	 『マーク�ハンコッ
ク』という責任者に見てもらいました。その質問が英語と日本語で書きました。なぜ

なら、オラクルでアメリカ人の社員と日本人の社員両方がいたからです。社員とミー

ティングを設定して（set	  up）カジュアルなインタビューをしました。	  
	  	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  



はじめに、ノートルダムの大学生が三人でインタビューをしましたが、日本語が

上手じゃなかったのであまり進歩がありませんでした。でも、8月から、ノートルダ
ムの学生一人と慶應の学生一人が一緒にインタビューをしました。例えば、私は花井

ゆりかとパートナーになりました。そうするとインタビューはあまり時間がかからな

くて、もっと情報を集めることができました。	  	  

	 

	 

	  
	  
	  
	  
	  

	  
	  

	  
	  

	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  

結局 60人とインタビューをしまし
た。データをエクセルに入れて	  色々な図
表を作りました。パワーポイントで	 プレ

ゼンテーションを作って,高橋ようすけ	  と
いう責任者と	  マークさんの前で、三回発
表しました。その後で、杉原	 博茂	 とい

う会社の上司の前でも発表しました。	  	  	  
	  



仕事以外、上司と何をした？	  
	  

	 	   週末に色々なことをします。例えば、鎌倉（かまく

ら）で初めて慶應の学生たちと会って大仏とお寺に行き

ました。その日の夜に	 高橋さんと	 高橋さんの家族と

一緒に晩御飯を食べて高橋さんの家に泊まりました。	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  

	  
江の島と海とボーリングにも行きました。	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  



第 2章 :慶應大学とパートナーになった 	  
	  

慶應でどんな事をした？	  
	 慶應大学で 2 日クラスも取りました。1 日目に日本のビジネスの歴史を学びました。
このクラスのために、本を 100ページ読んで、みんなが発表しました。	  
	  

	  	  	  	  	  	   	  
	  
そして、2日目にアメリカと日本の文化
の違いについて話しました。そのクラス

で、カルチャーショックについての宿題

がありました。	  
	  	  	  	  
	  
	  
	  
	  

	  
	 	  
	  

	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  

	  
	  
	  

インターンシップの最後の日にカルチャー

ショックについての発表をしました。	  
	  



第 3章 :仕事以外に何をした？ 	  
	  

同窓生と会う	  
	  

	 東京に、ノートルダムを卒業した同窓生がたくさんいました。ある日皆さんと晩御

飯を食べました。その後で、メールで連絡して同窓生と昼御飯を食べたり、同窓生の

会社を訪ねたりしました。例えばグーグル日本と KPMG日本を訪ねました。同窓生と
レストランや面白い所にも行きました。	  
	  

他のインターン生と何をした？	  
	  

	 慶應の学生たちといろいろなことをし

ました。例えば、カラオケに行ったり、

ラーメン屋に行ったり、渋谷に行ったり

しました。	  

	  
ある日、オラクルから休みをもらって、ディ

ズニーシーに行きました。そして、ある金曜

日に仕事が終わった後で、ソニークマンイア

に行きました。すごく楽しかったです。	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  



	  
	  
	 毎回日本に行く時、色々な違う経験があります。去年日本語を学びました。今度ビ

ジネスのことと日本のビジネスの世界についてたくさん学びました。オラクルとノー

トルダム大学と慶應大学。。。ありがとうございました。	  
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